
２０２４年３月２１日（木）総務委員会                           質問要旨 

 

『ＮＨＫの収支予算と事業計画等について』 
 

立憲民主党 衆議院議員 福田 昭夫 
 

１.放送法における経営委員会と理事会の関係について 【答弁要求：ＮＨＫ会長・経営委員長】 

(１)経営委員会と理事会の役割分担について     

(２)経営委員は放送番組に干渉できるのか          

(３)受信料の値下げは経営委員会からの提案か。また、どういう理由なのか 

(４)夢の持てる組織づくりと会長人事について・・・資料１  

 

２.経営計画(2024～2026年度)における受信料及び収支の見直しの算定根拠について 

(１)事業収入について 

①受信料値下げを堅持した上で、時代に即した「新たな営業アプローチ」で 

どれ位カバーできると見込んでいるのか【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

②事業実施に必要な財源は確保できるのか           【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

ア.いまだ全体計画が見えない放送センター等の建設積立資産は大丈夫なのか 

イ.災害時等の持続可能性を担保する、財政安定のための繰越金は 

少なくとも５００億円を確保できるのか 

ウ.受信料値下げ等に充てる還元目的積立金は間に合うのか 

③国（総務省）が補助金を出す必要があるのではないか・・・資料２【答弁要求：総務大臣】 

(２)事業支出について 

①＜構造改革、削減目標１,３００億円程度＞について 

ア.「“コンテンツ戦略６つの柱”を資源配分の基準とした 

選択と集中」による６００億円程度の削減について 

イ.「設備投資など固定経費への斬り込み」による５００億円程度の削減について 

【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

ウ.「営業経費の削減や管理間接業務のスリム化・高度化」による 

１００億円程度の削減について【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

エ.「経営的経費の削減」による１００億円程度の削減について 

【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

オ.３年で削減目標１,３００億円程度は性急すぎないか。 

少なくとも６５０億円程度とすべきではないか【答弁要求：ＮＨＫ会長】 

②＜重点投資、投資規模３００億円程度＞について 

ア.コンテンツへの投資額２００億円程度について        【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

(ⅰ)「地域からグローバルまで～民主主義の発展に貢献～」について 

(ⅱ)「多神教の国 日本だからできる世界平和への貢献」について・・・資料３ 

イ.情報空間全体の多元性確保への貢献             【答弁要求：ＮＨＫ理事】 

(ⅰ)基幹となる二元体制維持について 

(ⅱ)ネットワーク効率化に向けて取り組みについて 

(ⅲ)外部との協調・連携について 

ウ.重点投資、投資規模３００億円は少なすぎないか。 

職員の賃上げも含めて見直すべきではないのか【答弁要求：ＮＨＫ会長】 

(３)現在の経営計画の見直しの必要性               【答弁要求：ＮＨＫ会長】 

 

※答弁要求：ＮＨＫ（会長・経営委員長・担当理事）、総務大臣 

※配布資料あり 


